
特別寄稿における剽窃の判明と掲載取消しについて 

 

本学会の学会誌『ヴィクトリア朝文化研究』に掲載された以下の特別寄稿について、James 

H. Murphy, Abject Loyalty: Nationalism and Monarchy in Ireland During the Reign of Queen 

Victoria (Catholic University of America Press, 2001) からの剽窃の疑いがあるとの指摘を

受けました。 

 

⚫ “Queen Victoria and the Irish Industrial Exhibition of 1853,” No. 8 (2010) 

⚫ “Queen Victoria’s 1861 Visit to Ireland and the Burgeoning of Irish Nationalism,” No. 

9 (2011)  

⚫ “The Second Boer War (1898-1902): Context of Queen Victoria’s Final Visit to Ireland 

in 1900,” No. 10 (2012) 

 

本学会では調査委員会を設置し調査を行った結果、いずれにおいても剽窃を確認しました。

よって、これら 3 篇に加え、同じ著者による No. 7（2009）への特別寄稿、“Queen Victoria 

and the Irish Post-Famine Context: A Royal Visit”の掲載を取消すとともに、上記の措置を関

係者及び関係機関に通知いたしました。本学会はこのような研究不正が二度と行われるこ

とがないよう、速やかに再発防止策を講じます。 

  


